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パソコンj重 に関する学 意識

倉

上はじめに

コンピュータ(合ワープロ)の高性能化・低価格化により，コンピューダの導入は急速に准み パソ

コン通信の利用も普及し始めてきている。このようななか，教育においてもネットワークを

用がなされてきつつある。なかでもパソコン通信は，公衆回線を使用しての文字データ交換システムでも

あり，コンピュータやワープロに軽廉な通信設備を追加するだけで利用できるという利点がある。

そこで，学生が自作の資料を配布するメディアとして，パソコン通信を活用し 9 情報の発信者

を体験させた。

は，パソコン通信を利用した|努の女子短大生の意識について報告する。

2. システム

機器は?ホスト局]台 PC-9801)，ターミナル 2台 PC-9801)ヲモデムで宇学内の

(電子交換機使用)を用いた。(図 1) 

ソフトは，ホスト，ターミナJレともフリーソフトウェアをイ更用した。

ターミナ)1.- P B X ターミナ}t，

図 1 システム構成
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3.授業の方法

授業は. 6 ~ 7名のグループを編成し，グループ毎にテーマを定め，資料収集・まとめを行いその内

容をホスト局へ送信する。(発表日 1週間前まで)

担当グループ以外の学生は，送信されたファイルをホスト局から受信し，事前に予習を行う。

そして，グループ毎に発表，質疑応答，補足(教師)という形態で、行った。

4.学生の現状

「短大で習う以前にパソコン通信を知っていましたかJ

長日っていた

知らなかった

受講者数は 89名で，パソコン通信を「知っていた」と答えたものは，大半が高校時に「新聞・雑誌・

テレピ等で名前だけは知っていたjと答えており，パソコン通信を実際に体験したものではなく，殆ど

の学生がこの授業での利用が始めてであった。

最初の授業時にパソコン通信についての説明(操作法等)を行いその後に. Iパソコン通信に興味があ

りますか」については，

はい

いいえ

どちらともいえない

と，かなりのものが興味を抱いたようである。

5.利用に関しての意識

「パソコン通信はおもしろいと思いますか」

1o 20 30 40 50 60 70 80 90 100 相対度数

はい

いいえ

どちらとも

いえない
-利用前
図利用後

「おもしろいと思う」と答えた理由としては. I様々な情報が得られるJ3 6 %. I知らない人と話が

できるJ2 1 %. I多くの人と知り合えるJI興味があったJ9 %. I便利そうであるJIいろいろな事に
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活用できそう J6 %，その他「趣味としてやっていけそう Ji相手が見えないから jiめずらしくて楽し

かった」等の意見があげられている。

もしろいと思わないjと答えたものは.r操作の説明がわかりにくいJという理由であった。

また， r どちらともいえない」と答えた理由は~ iおもしろさが分かるほど使用していない

使用していない)J3 8 %， r操作が難しいJ2 7 %， I通信がうまくつながらないJ1 2 %， r通信がよ

く理解できていない I7 %ヲその他|熱中してしまいそうで恐いJrコンピユ』タに弱いからJIホスト

いから」等の意見があげられている。

うまくつながらない」に関しては，配線はなされているがつながらないことがあるけ回つな

がると 2回目からはつながる)。また，電子交換機を通して内線電話を使用しているためか守交信中に

ノイズが入り回線が切オじてしまう等のトラブルで印象を悪くしたこともあるかもしれない。

と利用後の状況を見ると，単に利用前に「おもしろいと思う」と答えたものがラ「どちらとも

いえないJに移行したように見えるがその内容を詳細に見ると，利用前に「おもしろいと思うJと

で， lおもしろいと思うJが利ノ用後に減っている。これは「操作が難しい」という理由からである。

また，利用前に「どちらともいえなしづと

iおもしろいと思う 1 1 9 % 1 

i思わない 0% I 

l どちらとい、えない IS 1 % I 
L一一一一一一一一一一一一一一一よ一一一一一一一」

と干与え，操作性の あるもの

}¥ゾコン 予(いては，

ソコン についてどう思いますかJ

も くはない。

100 栂対度数

菱重しい
間設一 一一」

易しい

どちらとも

川ない戸翻園、岡鰯悶悶悶悶 悶悶

際協利関前

岡利用後
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利用前と利用後は偶然にもほぼ同 るが。利用前に「難しいJと を

となっている。また，利用前に「どちらともいえない」と

と答えている。実際に操作を行って「難しいと思わないJ者もいる反面，操作を行ってみて|難しいと

思う l者もいる。ともあれ i操作が難しい」と感じているものが 25%いることは見のがせない。

この，哩由としては， I操作が複雑J2 9 %， I難しい単語が多いJI手順が理解できないJI基本的なこ

とが解っていない J1 4 %リその他「つながらないときがある」等があげられている c

また， Iどちらともいえないj と回答した者の理由を見ると， I同時に使えない(ふさがっている )J

5 %， 1-操作が複雑J2 1 %， I時間がかかるJI操作法を画面上に指示して欲しい i等の意見があけ?

られ‘ここにも操作性の問題がうかがわれる。

アァイ )v

|ブアイ

「ファイ

いては，

についてどのように患いますか」

草堂 Lぃ

.~しい

どちらとも

いえない

10 20 30 40 50 60 10 80 90 100 

一一一一一躍怒磁窓謹滋後援wl

竪歪怒沼韮翠蕊罫怨霊園

嫁盟

署滋磁瀦滋務協!1fo.!j御盤務務滋磁翻

相対度数

幽ブアイル受信

欄ファイル送信
は何人で行いましたかJ

1人

2人以上

10 20 30 40 50 60 10 80 90 100 

間ム一一一一一一一
繍対居室数

操作しなかった

協ブァイ Jv受信

阻ブァイル送情
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アァイル操作に関しでは， しいJと答えた者が多い。

また， は難しいjと しての苦手意識もあってか， を「一 ，) 

は33%でヲ残りの 67%の者、は i2人以仁で操作Jを行っている。

ファイル操作に関しても， I手順が面倒で、あるJ2 1 %， I操作が複雑JI説明書を見ないとできな

14%，その他「難しい単語が多いJI横文字が多いJI間違ったときの操作が不便」等の意見があげら

ここにも操作面に関しての不満がうかがえる。

反面，「一回操作したら理解できたj と回答しているものや， I操作は易しい」と答えたものもいるこ

と しておく。

jと もしろさJとの

という意見から推察すると，

!~~~じているといえる。

ついては，

に難しさを感じてはいるもののどちらかというとおもしろみを

他のゾブト(エディタ)[ブリーウェアを使用]との操作性についての意識の比較を

「エディタの操作についてどう思いますか」

しい

しい

どちらともいえない

と答えており，パソコン通信の操作に比べると(難しい」と答えた者は少ない。
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エディヲヒパソコ :を してみると，

しい

どちらともいえない

もどちらともいえな

エディタ よりパソコン通信の操作の方が「難しいJと答えており，ここでもパゾコン

うかがえる。

もz まとめ

パゾコン通信が普及し始め その利用法は多岐にわたり

がら，その操作法については筆者自身も手間取っ

パソコン通信はおもしろい~ ~終 rl未があるという

しいと感じるのであろうか。

中にも利用され始めている。しかしな

ている。

るにもかかわらず¥なぜパソコン

これについては， I苦手意識が強い」ヲ「自分からは手を出さないJ，r複雑で、面倒なことはしベコがる」と

いう イ般的な理由も考えられるが，「操作が複雑JI難しい単語が多いJr横文字が多いJr手順が部倒J

きないJI操作手順を爾頭上に指示して欲しいJI説明書を見ないとできないJ1-間違った

げられているのを見ると，操作方法自体にも問題がないとはいえない。

また，パソコン通信に限らずコンピュータの操作は，専門用語(横文字)が多く使われている。これが

きい。女子短大生特有の問題かもしれないが，もっと

これは今後の課題であるが，例えば簡単なメニュ、

で単純かつ明快な指示に従うだけで操作できる)にしたら 操作性に関しではもっとよい結果が得られ

るのではなかろうか。

中でのパソコン を探る目 た。

パソコン通信を授業の中で用いることについて，

「このようなパソコン通信を利用した授業についてどう思いま
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という結果をみると，操作法についての不満が問題とはなったもののパソコン通信を用いることに〆コい

ての不満は少ない。

今後の利用法としては， I学校で質問できなかったことや先生に開いてみたいことなど自宅から

できたら便利JI先輩との情報交換(就職情報等)J I他の学校や友達等との情報交換」「学校から

(家庭との連絡)J という学生の意見にも見られるように様々な利用が考えられる。

方によっては亀コンピュータを活用した授業改善の一端となり得るのではなかろうか。
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